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Puffball Feeding Beetles in Japan

1．はじめに
ホコリタケ Lycoperdon gemmatum（図 1） は，初夏

から秋季にかけて平野から山地にかけての森林など
の林床の地面や倒木上に発生するキノコである．こ
のキノコに特有に生息する甲虫類については以前か
ら知られているが （例えば林，1986），それらのラ
イフサイクルや生態などは詳細に調べられていない．

本報告では，まず日本におけるホコリタケをホ
ストとする甲虫類について概説したあと，単発で
はあるが島根県での採集例を紹介する．これらを
基に各地におけるホコリタケにつく甲虫相の調査
の参考になればよいと考える．

2．ホコリタケをホストとする甲虫類
ホコリタケを食する甲虫類は，日本からは以下

の 4 科から知られる．他にも菌糸体や成長途中の
子実体を食する広食性の菌食性種がいるかも知れ
ないが，その情報については今回得られなかった．

タマキノコムシ科
日本から記録されている属のうちダルマタマキ

ノコムシ属 Creagrophorus がホコリタケ類をホスト
とする （保科，未発表；Wheeler, 1979）．また，久
松 （1985a） は「ホコリタケ類によく見られる新属
新種 （跗節 3 節） のタマキノコムシがいる」と述べ

ているが，この新属新種とは明らかにダルマタマ
キノコムシ属を指す．

本属が含まれる Scotocryptini 族の生態的な知見
はほとんどない．ただ，同族の中で，ダルマタマ
キノコムシ属は唯一菌食に特化したグループであ
ると考えられている （Newton, 1984）．本属は日本
から以下の 3 種が記載されているが，日本におけ
る詳細なホストの記録や分布情報，生態的な知見
は，今のところ海外種と同様にほとんどない． 

コレキヨダルマタマキノコムシ Creagrophorus 
japonicus Daffner, 1989（図 11）

イシガキダルマタマキノコムシ Creagrophorus 
shigehisai Hoshina, 2015（図 12）

オキナワダルマタマキノコムシ Creagrophorus 
yukihikoi Hoshina, 2016（図 13）

テントウダマシ科
ツヤテントウダマシ属 Lycoperdina がホコリタ

ケ類と関係があることは昔からよく知られており，
Sogoh & Yoshitomi （2017） により分類学的再検討さ
れ以下の 3 種が日本から記録された．

クリバネツヤテントウダマシ Lycoperdina casta-
neipennis Gorham, 1874（図 4）

フ チ ト リ ツ ヤ テ ン ト ウ ダ マ シ Lycoperdina dux 
Gorham, 1873（図 5）

ISSN 2185-9787

日 本 甲 虫 学 会

SAYABANE 
The Coleopterological Society of Japan

  June  2019 No. 34

さやばね
ニューシリーズ

N. S.



2 さやばね ニューシリーズ　No. 34

SAYABANE N. S. No. 34June 2019

ホソムネツヤテントウダマシ Lycoperdina hiranoi 
Sogoh & Yoshitomi, 2017（図 6）

これら 3 種は，本土域に生息し標高による若干
のすみわけがあるようで，低標高地からフチトリ
ツヤ―ホソムネツヤ―クリバネツヤの順に生息す
る．しかし，標高の重なりも大きい上に，標本の
ラベルデータだけを拾ってみると同一産地で 2 ～
3 種が得られていることもある （Sogoh & Yoshitomi, 
2017）．本当に同一箇所で複数種が生息するの
か，同じ子実体から複数種が同時に得られること
があるのかなど，今後の調査が必要である．クリ
バネツヤ （図 2） とフチトリツヤの幼虫は，Sogoh 
& Yoshitomi （2017） に図示されているが，残る 1 種
のホソムネツヤを含め幼虫期の詳細な記載や生活
史の解明が待たれる．また，Hashimoto & Hayashi 

（2014） は，フチトリツヤがカンタリジンに多く誘
引されることを報告している．

なお，同属のセグロツヤテントウダマシ Lycoper-
dina mandarinea Gerstaecker, 1858 もホコリタケ類か

ら得られることがあると書かれているものもある
が （例えば谷口，1942），平野 （2011） が既に述べて
いるとおり本種は他種と異なり河川敷などの開け
た環境の枯れ草や石の下などから得られることが
多く，ホコリタケ類ではなくノウタケやオニフス
ベなどをホストとしている可能性がある．

シバンムシ科
酒井 （1985） によるとヒメホコリタケシバンムシ

Caenocara rufitarse （Reitter, 1878） （図 10） が知られ
ている．古いホコリタケから得たことがあるが （吉
富，未発表），一般には得難いと思われる．

ケシキスイ科
以下の 3 種がホコリタケをホストとしている．

久松 （1985b） によると，ホコリタケケシキスイは
クロモンカクケシキスイよりも高地に生息すると
している．城戸 （2017） はホコリタケケシキスイが
山地のホコリタケ類に見られ地上 FIT でも得られ

図 1–3．ホコリタケとそこに生息する甲虫類．1，ホコリタケ；2，クリバネツヤテントウ
ダマシの幼虫；3，フチトリツヤテントウダマシの成虫．
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るとし，クロモンカクケシキスイは FIT により沿
岸部から山地まで普通に得られるとしている．

オキナワカクケシキスイは沖縄島から知られ，9 月
下旬にホコリタケ類から得られている （Cline, 2008）．

ホコリタケケシキスイ Physoronia （Pocadiodes） 
japonica （Reitter, 1873） （図 7）

クロモンカクケシキスイ Pocadius nobilis Reitter, 
1873 （図 8）

オキナワカクケシキスイ Pocadius okinawaensis 
Cline, 2008 （図 9）

クロモンカクケシキスイは幼虫が記載されてい
る （Hayashi, 1978）．ホコリタケケシキスイは幼虫
が記載されていないが，後述の通り既に図示され
ている可能性が高い．

3．島根県での採集例
2018 年 11 月 4 日に，島根県飯南町頓原の草ノ城

山（標高 918 m）の頂上付近にてホコリタケ 45 本（傘
幅 15–34 （21.44±3.94） mm）を採集した．持ち帰っ
た 2 日後に室内において全てを手で崩しながら中

図 4–13．ホコリタケをホストとする甲虫類．4，クリバネツヤテントウダマシ；5，フチトリツヤテン
トウダマシ；6，ホソムネツヤテントウダマシ；7，ホコリタケケシキスイ；8，クロモンカクケ
シキスイ；9，オキナワカクケシキスイ；10，ヒメホコリタケシバンムシ；11，コレキヨダルマ
タマキノコムシ；12，イシガキダルマタマキノコムシ；13，オキナワダルマタマキノコムシ．
縮尺は同一ではない．
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に見られる昆虫を全て採集した．採集した昆虫は
全て子実体毎に種類と個体数を記録し，液浸標本
とした．調べ終わったホコリタケは，全てジップ
ロックに入れて保管し，1 週間後に再度調査し見落
としをチェックした．標本は愛媛大学ミュージア
ムならびにホシザキグリーン財団で保管している．

調査の結果，クリバネツヤテントウダマシ，ホ
コリタケケシキスイ，およびキノコバエ科と思わ
れる双翅目幼虫 2 個体を確認した．クリバネツヤ
テントウダマシとホコリタケケシキスイの両種は，
島根県初記録である （林，2011）．

クリバネツヤテントウダマシは，11 本の子実体
から成虫 3 個体と幼虫 11 個体 （図 14–16） が得ら
れ，得られた子実体の傘幅は 17–29 （23±3.29） mm

であった．ホコリタケケシキスイは，22 本の子実
体から成虫 1 個体と幼虫 34 個体 （図 17–19） が得ら
れ （成虫は，持ち帰った際に子実体の外に付いてい
た），得られた子実体の傘幅は 16–29 （21.81±3.10） 
mm であった．6 本の子実体からはテントウダマシ
とケシキスイの両方が得られた （傘幅 20–28 （23.8
±2.56） mm）．また，昆虫が得られなかった子実体
は 18 本で，傘幅は 15–34 （21.11±5.45） mm であっ
た．今回の調査ではホコリタケの子実体の大きさ
とそこに生息する甲虫類の種と個体数に相関は確
認されなかった．

亀澤 （私信） によると，春季に奥多摩地方で若い
ホコリタケにクリバネツヤテントウダマシが多く
集まっていたことを観察している．このことから

図 14–19．ホコリタケから得られた幼虫．14–16，クリバネツヤテントウダマシ；17–19，ホコリタケケ
シキスイ．14，17，背面；15，18，側面；16，19，腹部末端．スケールは 1 mm．
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も，テントウダマシ科とケシキスイ科の種は，成
虫が春季に未成熟なホコリタケに集まり子実体の
外部から産卵し幼虫が内部を食害し，そして秋季
にホコリタケが成熟し傘頂部に穴が開くと移動分
散するものと思われる．今回は，秋季にホコリタ
ケが成熟し傘頂部に穴が開いたものを調査してい
るため，すでに多くの個体が移動分散してしまっ
た後の可能性が高い．実際に今回の調査で虫が確
認されなかった子実体のほとんどにも昆虫による
食害跡が確認された．つまり昆虫のライフサイク
ルは，春季に産卵された個体は秋季までに成虫と
なり，分散・成虫越冬する年 1 化性の可能性が高
いと考える．しかし，今回の調査ではテントウダ
マシとケシキスイの両方ともに成虫と幼虫が確認
されており，厳密な化性を示さないのかも知れな
い．今後の詳細な調査が望まれる．

林・中村（1958）は，神奈川県丹沢のホコリタ
ケから得られた標本を基にセグロツヤテントウダ
マシの幼虫を記載しているが，これは誤同定だっ
たとして後に Pocadius sp. の幼虫と訂正している 

（Hayashi, 1978）．日本産 Pocadius 属はクロモンカ
クケシキスイとクロモンカクケシキスイの 2 種の
みが知られ，この Pocadius sp. の正体が不明であっ
た （前者は同一論文内で幼虫が記載されており後
者は神奈川県に分布しないと考えられることから）．
しかしこの幼虫がホコリタケから得られているこ
とから，ホコリタケケシキスイの幼虫である可能
性が考えられる．今回，ホコリタケケシキスイの
成虫 1 個体と共に得られた幼虫は，腹部末端節の
突起の形状などから林・中村 （1958） や Hayashi 

（1978） の図示した Pocadius sp. と同一のものと判
断され，やはり Pocadius sp. とされたものがホコリ
タケケシキスイの幼虫であると考えられる．ちな
みに，同一の子実体から得られたクリバネツヤテ
ントウダマシ （図 14–16） とホコリタケケシキスイ 

（図 17–19） の幼虫は，体型や体の表面の硬化部の
状況などが異なり標本にすると簡単に区別可能で
あるが，生きているときは体全体が胞子に覆われ
ておりパッと見では区別しきれないこともあった．
しかし，腹部末端節背面にある突起の形状を見る
ことにより両者を区別することができた．つまり
クリバネツヤテントウダマシ幼虫の突起は太く後
方に真っ直ぐ伸びる （図 16） のに対し，ホコリタケ
ケシキスイ幼虫の突起はやや細く尖り上方に反り
返る （図 19）．
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